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洋書輸入協会会報

Collet's在|:のMr.恥rilliam NOrrisょり、

下記に掲載致します。

91」に来||さ71た英国

する回想記を頂きました。

「|1本を訪れてJと 題

JAPAN IN RETROSPECT

How that my vist to」 apan is some distance away in time l think l am better able to sum up

my main impressiOns Of the Japanese Book lmport trade.

During my eleven days l met and tall【ed with 27 ilnport b001(sellers Or their representatives in

TOkyO,Osaka and Kyoto The great majority,whetller large or sma11,appeared tO be prOsperous,

、vith expanding business and a sharp eye for ne、 ァ developments and oppOrtunities.  A number

had recently Opened neM′  branches

The peOple l met, Mァ hether Owner president Or executives 、 vorking fOr larger organisations, all

appeared to get great pleasure from tlleir 、 vOrk, were keen and lively peOple intensely interested

in their prOfessi()n

SpecialisatiOn seemed to be the general rule and most boOksellers cOncentrated on meeting the

demand fOr publicatiOns, b00ks and jOurnals, covering particular subjects, 1.e. seience, techno10gy,

phi10sOphy, ccOnon■ics, histOry, la覇ら hnguistics, medicine and so on  The nlinority of general

suppliers, althOugh prOsperOus, dia nOt appear to be doing as well as their specialist c01leagues.

I think this is tO be expected

I M/as impressed by the number of relatively small organisations that had engaged in publishing

either Of reprittts Or of」apanese editi()ns Of f()reign ЪoOks of particular interest tO them  This

HァOuld rarely happen in England.

Presun■ing the combinatiOn of the impressive expansion of」apanese industry, with its beneficient

effects On the whole econOmy antl the consequent social progranlines, particularly educatiOnal,

this prosperity makes pOssible, I see nO reason 、vhy those engaged in book ilnpOrting should nOt

continue to expand and prosper.

静Iay l conclude by saying hOH′ much l enjOyed meeting everyone and thanking all fOr their

outstanding kindness  l hOpe that all H′11l enjoy good health and happinese as 、vell as cominercial
s u c c e s s .
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理 事 会 報 告

10月12日 (木)

日ソ図書センター、加入審議、再調査の要あリー時保留す。

予約雑誌につき審議。

10月25日 (水)

ロソ図書センター、再審議、速急に決諭出す手にし保留。

毎月10日の理事会に会計の収支報告を行うことと決定。

引続き総務、経営研究並に会報委員会報告があり各々理事会の了承を得ました。

経 営研 究委 員会 報告

総代理店のリストの資料は27化にから1単行な資料が集りました。タイプ印刷は如1何にも貧珂なので、あちらこちら安く日l

刷をして呉れる所を妹し、活版印刷でお届け出来ることになりました。11月10日初校を終えた所ですo今 後追加の向きは

逐次会報に掲載して行き、次回の版にまとめる方針です。

仕入、販売各担当者や文||liの為に、20部 30部 50部と、このリストの御注文を頂いていますが、全然申し込みをされて

いない公員の方も多数です。お忘れではないかと思います。大部数の御申し込みをお待ちしております。 洋 肛
・栗原

雑誌資料委員会報告

当会報 No.5に 引続き11月10日現在、ド記の通り来年度任誌価格についての返事l rl至型飲が到活しております。御利

用願 ilげます。

Academic//AIP/Amert Nuclear Soc/Amer Psycho Ass'n′ /Crune&Strutton//1.E.E E /1nt'l Arts&Sc.

P r ` / L i p p i n c o t t / M O S b y / W i s t a r  l n s t / U  S  G o v  P t t n h n g  O f f i c e′/ M o o r  C o t t r e l 1 / B r i t t s h  M e d . J n l . / D a w s o n

/Grampian Pr/HMS.0./1nst.Of Physics/OxfOrd u P//Pergamon//Taylor Francis//UNESCO/Almqvist

/ / V i g . C h e m i e / E x c e r p t a  M e d i c a / K a r g e r / M u e l e n h O f f / N i j h o f f / N o r t h  H o l l a n d / S p r i n g e r , B e r h n /′メ[者/ア称亡fl i

国昼/海 外出版/国 際 li十冴 /1 1木 出箕/三 洋出版/南 江堂。                   出 貿 ・村山記

関 西 だ よ り 〃十一月″

脇会事務所開所以来会員相互の各方面に渉る協議のため、会議の中し込みが相次ぎ本月中のⅢ務所使用い1数は13ⅢIに及

んだ。

協会で行 う適正価格証明事務も本月より開始す。証明干1発行数回。

会員有志による共同型録の作製計画共の後順調に進み10月21日最終的に揃集を終了し、10月28日より印打‖行程に入る。

(尚仕上り予定11月末の予定)                               関 西 1/部・川畑

束海懇談 会だ よ り

同下、最椛期のため、各社とも大変忙しく、なかなか全員揃 う機会がありませんので、情報変換、激務慰労のため、去

る10月27日、当市芝金に於いて、怖時恋談会を開催いたしました。

出席者は10名 (7社 )で 、話題は特にあ りませんでしたが、和気南南のうち、各社の規陸を
一層深めたようでした。

(丸善 ・名古屋支店 “:野)
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「米書だより」編集部の一隅から

「同と国との間に文化の夜流がおこなわれ、おたがいに

新しい発見と検討をすることが、さらに新しい文化を創造

し、全人類が共通の目的に向かって進む基礎をつくる」と

い う、たいそ う大きな理想のもとに創刊されたこの小さな

アメリカの書紺紹介の月刊誌のオ 1ケ が、,て京の米国大使

角1広報文化局から刊行されたのは、いまから15年まえ_のこ

とである。それから毎月、アメリヵで出版された新刊iliを

紹介しつづけて、この12月には、オ 176号が干」行さオ1る。

発行に際してかかげた高池な理想は、いまだに、速 くはる

かであるけれども……

毎月、約 500点の新刊iIIがアメリカては出版されるが、

そのなかからこんな本が最近アメリカで出版されたとい う

ことをH木 の読者にせひ知って欲しいとは うものを約20点

あまり選んで紹介することと、新しく日本です1!訳、出版さ

れたアメリカの本を紹介することが、 「米iliだより」のlii

な役目である。このほか、アメリカにおける出版界や文化

ヤ活動のニュース、アメリカでベス ト・セラーになっている

木の リス トなどによって、今日のアメリカ文化のアウトラ

インをできるだけ具体的に紹介することにも努 力 して ↓ヽ

る。

毎月、アメリカから多数の新干J千1iが編集部へ送られてく

る  取 り滞ました純のクロス装巾ナ〔の本、派手なジ1ケ ッ

トをかけられた陽気な木、ペイパーバックのい|やかな本、

大'i性の攻+本 守々、いずれもそれぞれの表情を社かにたた

えている。そして、このなかからどれを紹介するか決める

米国大使知ヤ広報文化hj  露 栄

ことが、毎月、最大の楽しみであ り、悩みでもある。目ま

ぐるしく変わる世界状勢を分析した本。人類の明日の生i千

を予想した本などは、まず、ともあれ紹介したいし、自然

本1学、す宙科学、電子工学の日党ましい進歩を解 説 した

本、オー トメイション、マス ・コミが私たちの生活に及ぼ

す影響を論じた本も選びたいし、過密都市、大気iケ染、水

仰111などの都市問題と取 り組んだ本の
一群も、今 日の日本

では大いに参考になるであろうし、アメリカで日下評半」に

なっている新しい文学作品、また美術、ヤ楽の新しい動向

を伝える木も、ぜひ載せたいと思う。そしてこれらの優れ

た興味ぶかい本の書評の数を 「米書だより」の限られたペ

ージ数まで絞らなければならないことをいつもながら嘆 く

のであるが、それでも,で きるだけ良い本を選んで、これ

らの本を通して、アメリカの現在の本当の姿、今日のアメ

リカ人が何を考え、何を求めているかをできるだけ系直に

伝えなくてはと思 う。

ページの||ム隅の思わぬところから不意に出現して私にシ

ョックを与える校正の見落しや、illl断をすればすぐ遅れが

ちになる刊行予定 日など、編集の仕
!!fにつきまとうさまざ

まな小さな者労にとりかこまれながらも、毎月、机 の Ji

へ、海を波って運ばれてくる印吊‖インクの否もすがすがし

い新刊書を手にするごとに、次号が無事に刊行されて、読

者の手にわた り、私たちの小さな書評誌によって、
一‖けで

も多くの洋書が読まれる機会を作るお手伝いが で きれ ば

と、心から思 うのである。

子木

会 員  紹  介                 ‐   十 ‐一 ― 一― ‐ ― ― ―

`崎ユく、 1交く、 良 い本を
" (株
)ホンリユウ・コーポレーシヨン

新宿に程近い明冷通に両した介庫にはガァーリーマガジンやモード付F誌が多い。ポケットブックや絵本もある。

一般の人々へのコピーセールの会社だから甘店の店頭で売れるものに重点がむかれている。今でこそ街の本屋で外

国打「誌が阿〔列されているのを見かけるが、13年前にはどの本屋へ行っても洋書など関係ないと素気なく断られずい

ぶん干労をしたそうである。大次が気時に買って行ってくれるものはやはり目に訴える程度の高くない もの力` 多

い。これはどこの国でも同じと見える。ホンリュー社は洋デ1人の使命である文化の交流の中で一番の「く辺をうごめ

いているようであるが、こう云う洋書人が現われたのも戦後の特徴と言えよう。よく話題になる性出版物の限界に

ついて十1村社サtは、H本人を子供扱にせず問題を大らかに■受し、それをつきぬけて次の文化へ進むぺきではなか

ろうかと述べて炉十る。又 Gun Digest午研の日本代理店だったことから Gun業 界にも入り、日本で初めて精巧な

Gun Modelを 作ったところ、ちょうどブームに乗って今ではその方も可成り忙しい。洋■人と Gun Model――

この関連づけはホンリュー路線の一端である。確たるオリデナリティを以て、いつもまともな仕手をしている牛な

のに、それが黙直に受入れられなかったこともしばしばあったようだ。然し属村社長は、今後共各書店へ 『早く、

安く、良い木を』を合言葉に同業界に愛される良きDistttbuterとして成長して行くことを念願して居られた。
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Sム
′「ヨ 回 顧  (三 )

国会議員の読書

国会議員は本を読まない。という命也は業者問一般に認

められよう。これは明治時代も今もかわらない。学者の議

会人は別として一般の代譲上は、まず、本を読まない。国

会図書館ができて今年でニ ト年になるが、かってN司書官

から、代議士の同図書館の利用率の貧明なことを聞いた,

そのなかで、よく)と半へ来られた明治時代の政治家を思い

起こしながら挙げてみれば、伊藤博文、後球新平、渡辺千

秋、青木周蔵、南は、水戸党人、江木翼、 よ々川家辻、下村

海南、大石政巴、清水澄、都架'ギ六、石波敏、小寺訴吉氏

等の人びとである。このなかでの変り種は小寺謙吉氏であ

った。この人は神戸の大地主では政会の代議士、落選後は

神戸市Jtになった人だが、いつも同じ本を二冊|づつ買って

いく。初めは不思議に思ったが、それは一冊を秘千十に読ま

せたり、訳させたりして勉強していたことがわかった。そ

して、読みおわると一冊をい校の年と稲田大学に寄贈してし

まう。まことに賢い金持ちの読書法である。

独乙人捕虜の読書

オー次LF界大戦の結果、膠州湾の青島より独乙人捕虜の

一部を浅草の東本願寺に収容したのは大正三年 の暮だっ

た。その捕虜のなかにはワルデツク総イキを初め、ユーベル

シァール、ウェークマン等の学者 もヽヽた。 ウ ェークマン

は、すぐに四国|ム山の収容所に移され、計1和後日本人と結

婚し、陸軍大学、日本医大そのlljか数力所で独乙語の教怖「

をしr1/11四等旭日章を受キし、4,5年前に死んだ。ユーベル

シァールは大阪医大で永く独乙語の教師をしていた。

この連中が、り〔本願手の収容所にいたある日、収容所か

ら丸F牛に花話があって 「独乙人捕1与が本を読みたいという

から独乙人向きの本を持って来て呉れ」との ことであ=)

た。そこで、まず独乙語で書いた、日本案内、日本の歴史、

地理、日本の物語、さては独和辞典まで、ありとあらゆる

「日本」と文字のついている本をかき集め、入力車の底が

しなう程債み込んで収容所に乗り込んだ。当時捕虜は金は

たっぶり持っていたが外出は許されなかった。つまり■の

持ち腐れというところ。そこで考えたすえ、本を買うこと

に決めたもの らしい。私は収容所の術兵に電話の指を告

げ、兵に案内され途中幾度か番兵に誰何されながら収容所

長大ドわ大佐の部屋にいきついた。そこで誓約■に署名株日j

をさせられた。その哲約iliを今でもウスウスⅢよえている。

編 本 初 太 郎

1.収 7ド所内の状況を外部に波らさぬこと。1.捕虜から手

紙の依頼を受けぬこと。 1 金 銭、物『1を貫わぬことo等

であった。まあ、そんなことはどうでもいいのだが、私が

ここにど|きたかったのは、その時、オン・アップロパルし

た本が汚れていようが、破れていようが奪いあうようにし

て一冊喰らず現金て売れてしまい、 と んだ lll掃除になっ

た。

雑誌 「白樺J派 の人びと

「白樺」が創刊されたのは明治42,3年 だったと思う。

最初の同人は志賀直泣、武者小降実付、右|キ武郎、有島生

l馬、Jl!見,,ことlil内英夫、 木 下利玄、児鳥喜久雄、初‖宗

悦、国池公致、正Ill町公和、世野二十
一、細州fと立氏の十

二人で後に小泉飲と長与苫劇Ⅲl〔が加わった。

同人はいずれも学調院出で、有占武郎氏の札幌 )と学校

や、有rl生rr7氏のガてガ〔外語から'〔京美術学校へ行った人は

別として、多くは束ガ〔市大へ入学した。ところが志賀 さ

ん、無卓さん、木下さんなどは 「大学の講義なんてつまら

ないもんだ」と言ってすぐよしてしまった。1オ〔京市大へ入

学できれば地の尚でも取ったように考えられていた時代だ

ったのに。

「高梓Jの 創刊は、当時そろそろ下火にな りかかった田

山イと袋、国木田独歩、徳日私声、岩野泡!rj、正宗白鳥氏の

ような、所調 「自然主義」と言われた作品に対して人道主

義的な作品を発表し、 ト ルス トイ、 ホ イットマン、 Pマ

ン ・ローラン等を欠つぎばやに紹介したが、それよりも私

は、同人が後1明印象」Rの絵を目木に紹介した業績をi奇く評

価したい・なかでもルノアール、セザンヌ、ゴッホ、マネ

ー、マチスなど。又、ロダンの出夕刻をも日本に紹介したの

はこのキ1樺派の人たちであった。

私は 「由14tJの毎号のさし絵の輸入について折々、llT布

三i口f台の志r貿さんの家や、麻布市兵衛町の柳さんの家て村|

談に与かった,最 初は独乙のゼーマン社のリプロダクショ

ンを輸入したがどうもお気に7 さヽない。そこで種々調べた

結果r llくィタリアのアンデルゾン社を発見して持に再こば

れた。

その後 「白梓」同人 十二名の署名入の立JRな感訪1状に添

えて=越 の金十円ヒの商掃l券を貰った。今、この感融1状が

あると随分面白いのだが、い!しいことに、さる空襲て焼い

てしまった。

明

洋 書 こ ぼ れ 話
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海 外 ニ ュ ー ス

oMcGraw― Hillと Penguin Books

McGraw―Hillは英国の Penguin Booksの木払通常材こ

の10%を控得した。価格は秘密にされているが、ヨーロッ
パの投資者グループから買 ったもの。 MCGraw一 Hlllの

Shelton FisherをLitはこの購入を 「ヨーロッパの非常に

尊敬されている出版社に対する MCGraw―Hillの投資Jと

称している。(Bookseller 67-9_16号より)

①英国における書籍消費の躍進

HM,SO刊 行の中央統制局柄青!ilの最新版 「1967年

度国民所得と消費高」によると、国民の全消費高は1956年

£13,662(百万単位、以下同じ)か ら1967年は£23,709に

増加した。そのうちキ籍は1956年の£44から1967年は£92

に増加した。■は過去3イliに漸減しているので、 EcOno

miSt誌は 「車から戸1籍へJ という見出しで国lRの,11籍時

入の力とを報じている。(BookSeller 67-9-23号)

①フランクフル ト図書市

10月12日から17日まで行われたが、段 規々模が大きくな

って行く。参加国とスタンド(売店)の 数は今年は従来の

記録を破った。

参加国49、出版ネ|:の個人スタンド 1,862(これは1966年

より165多い)団体展示2,845社(1966年は2,593社だった)
'キ年さに反してソ連と東狙|も参加した。

(BOOkSeller 67-9-23写)

①東 独  の  出  版

束独は1966年中に人ロー人当り6‖けの !キ物を出版し、■

物生産の最高記録を作った。

点 数  5,310     部  数  105,000,000

だi物1版の平均印掃t部数は19,800に11昇した。

部門別にすると

小        説   994点   18,000,000部

産業、科学技術、手芸  504点   3,000,000部

青 少 年 1 1 4 7 6 点1 3 , 0 0 0 , 0 0 0 部

(B00kSeller 67_10-7号 )

○イ ギ リス の 出版

1967年9月       合  計  2,769点

(1966年9月            2,484点 )

1967年 1月から9月 まで 合  計  21,753点

(1966年 1月から9月 まで     21,450点 )

(Bookseller 67-10-7号)

○アメリカの出版 (1～ 9月 )

新 刊    重  版     計

1966 1々      14,574     4,824    19,398

1967左1        15,292      4,900     20,192

(PubliShers Weel(1ダ67-10-2号 )

○英国と日本の書籍貿易

1966年、英国は日本から£199,000の|;籍を輸入し、日

本へ£510,000の洋籍を輸出した。1967年の前6ヶ月は両

|∃間のドi結貿易の著増を示す、英国は日本から寛 193,000

を輸入し日本へ£253,000を輸出した。

なお、日本の世界との書籍貿易の全額は

1966年度、輸出£ 3,472,000 輸入£5,298,000

1967年の前6ヶ月は輸出£1,985,000 輸入£2,460,000

であ った。 (BOOkSeller 67-10-14号 )

一―紀わ旧展書店塊供一―
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“
フ ランス書 とともに半世紀

'' 株
式会|li 自水社

フランス語の1'1水社は、今年の11月で創立年52を迎える。洋書部を設けたのは大正14年、小川町明大通りに問日

4間奥行4問ほどの充場をもち、文芸書、辞典はもちろん美術、楽f汁までもおき、体裁は一応整ったが営業成績は

悪く赤字つづきであった。昭和のはじめ、可:川一郎氏が洋書を受持っていたが、不好t気でファイトをなくした時代

もあった。その後出llk活動が活溌になり、洋|!iまで手がまわらなくなって縮小し、先生方や読者の注文だけを取り

寄せて業務を継続していた。昭和34年に現在の社屋が完成し、出llltの方の営業成績の11昇とともに洋苫部も拡充

し、業絞も上ってきた。現在は入社以来洋書部を受持つ本田草恵氏が、親切、迅速をモットーとして張り切って業

務を掌体している。10月に販売部のスペースを拡げたので洋占部も広くなり、先生方への使年十はもちろんのこと、

地方の読者にもよき相談相手となるべく努力をつづけて、その発展を今後に期している。
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■ 仏 H a c h e t t e  t t  M  J e a n  C l a u d e  L e v y  l l 月i i 有サ来

日。同氏は M Max Dujardin氏 と交代され11本担当

■ ヘ ンリー・エム・スナイダー株式会社日本代表吉岡1〔   に ならカ
ンたもの。11月2日 に東京において、11月6「1に

退職 ・新たに柴田牧人氏が赤任されました。

事務所 :東京都新宿区十二社 272 Tel(377)6691    日  英 Longmans十 1,Mr.JA.E Higham ll月 li句来

日。(自宅)

ロ イ ンドのたに会科学関係の出版社であ りかつ イン ド書

補、定サ明刊行物の Distributorである

|.Don H Snlith 10月中旬来日。日 米 Ginn tt M〕

10月十イ可来「io        People's Publishing House(P)I″td日 米 Harper tt Mr Emlle Dubrule                           Pisllarodiが

、11月の General Managerでぁる MrMr Da、rid M Rogers 10月中句来ロ ウt Penguin祖

20日に来日の予定。日
日

話 題 の マ ク ル ー ハ ン

バ ンタム版 ・大量入荷 /

The Mediu〕 m

is the Massage

M .マ クルーハン著 7 0 0円

W E S T E R N  P U B L i C A T : O N S  D i S T R I B U T t O N  A C E N C Y

日本洋書販売配給株式会社 (洋販)

求京都新‖f区西大久保 310 1泣討 '〔京(202)4461(代)

昭 和 42年 11月  第 7号   洋 書輸入協会  編 集者 寺 久 保 ^五

l_京都中央豚:日本橋】司:戸橋 1-15-5 藍 沢 ビル 302号室 ′「巳話 271-6901

関 西  支  部   大 阪市北区芝田町28 オ
ー出中ビル  i電 話 371-5329
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